
  
 

学校だより第１０号 
令和５年９月２５日 
武雄市立橘小学校 

   校長 坂井 文明  
 

― やればできる  みがけば光る  一歩でも前進  続けて  続けて ― 

  

   

学校教育目標 「生きる力を身に付け、学校・家庭・地域の思いを受け継ぐときわっ子の育成」 

☆学力向上 ☆官民一体型学校づくりの推進   ☆ＩＣＴ利活用教育の推進   ☆コミュニティ・スクールの導入促進   

 

 
                
 

 １０月１日（日）の運動会に向け、練習が始まりました。職員会議や橘町体育協会定例会で
協議し、今年度は、公民館より配布済みのプログラムのとおり、コロナ禍前のプログラムを基
本とし、学校の種目を限定しての１５時までの開催となりました。 
橘町の目的は「町民の体育の奨励と融和を図ることにより、健康で明るいまちづくりに寄与

することを目的とする。」とあり、学校の目的は、「①いろいろな競技を通して、勝敗を競い
合う楽しさにふれさせる。」「②同学年、異学年の集団活動をとおして、人とのかかわりを深
め、集団意識を高める。」「③児童を計画や運営に参加させることにより、 自主性を伸張す
る。」とあります。同じ目的である「かかわり」を大切にし、思い出に残る運動会にしたいと
考えています。 
 
 
 ９月１４日（木）に運動会結団式を行いました。
赤組、白組に分かれて応援団を中心に自己紹介した
り、各団長の思いを伝えたりしました。 
結団式後は、それぞれに分かれて、早速応援練習

を行いました。運動会のめあて『「笑顔」～赤白と
もに 一生けん命 最後まで 思い出に残る 運動
会～』にしてほしいと思います。フレフレ 赤組。
がんばれがんばれ 白組。 
 
 
 
 ８月２８日（月）に、５年生「田んぼの学校」の
一環として「田んぼの生き物調べ」を行いました。
講師として、上野出身の大串 健様が来てください
ました。子どもたちは、学校の田んぼで見つけた益
虫や害虫について、インターネットで調べながら、
稲の生育にどのような影響を与えるのかを学び、生態系や環境を守るためにはどうすればよ
いかを考えることができました。 
 
 
 
 ８月２９日（火）に３年生～６年生までの児童を対象に「情報モラ
ル教室」を行いました。ケーブルワンより講師として来ていただき、
オンラインゲームには、課金の仕組みがあったり、見知らずの人とつ
ながったりすることなど、スマートフォン、ゲーム、インターネット
に潜む危険について学びました。携帯やインターネットは、必ず保護
者の管理下でのご使用をお願いします。 
 
 
 
 ９月２日（土）に土曜日等開校の一環で、「ふれ
あい道徳授業参観」と育友会主催の「教育講演会」
を行いました。 
 「ふれあい道徳」では、身近に起こる場面を題材
にした主題で、これまでの自分とこれからの自分を考える良い機会となっていました。 
 「教育講演会」では、志プロジェクト公認講師の福井 秀平先生と３名のメンバーの方に
来ていただき、４年生～６年生の児童と１年生～６年生の保護者を対象に「立志のすすめ」
をテーマに、自分の中にある四魂の強さを知り、最後に自分の志を立てる取り組みを行いま
した。今回立てた志を色紙に清書し、志プレゼンテーション大会「立志式」を行いたいと思
います。 
 ９月２２日（金）の佐賀新聞には、志教育プロジェクトが主催し、 小中高校生が志を立
て、内容や達成するための方法などをスピーチする「世界青少年『志』プレゼンテーション
大会」の記事が掲載されていました。 


